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大空町図書館 

２０２２年 

１０月６日発行 

10・11 月号 

【
俳
句
の
部
】
応
募
数 

１
１
３
点 

大
賞 

 

一
番
は
俺
だ
俺
だ
と
セ
ミ
の
声 

 
 

 
 

 
 

久
保 

遼
弥
（
東
藻
琴
中
２
年
） 

入
選 

 

夕
暮
れ
の
空
飛
ぶ
あ
い
つ
は
、
ギ
ン
ヤ
ン
マ 

 

原
本 

悠
也
（
東
藻
琴
中
１
年
） 

入
選 

 

向
日
葵
や
背
伸
び
し
競
え
美
し
さ 

 
 

  
  

明
比 

 

愛
（
女
満
別
中
３
年
） 

【
川
柳
の
部
】
応
募
数 

７
８
点 

大
賞 

 

Ｙ
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
が
好
き
だ
と
言
っ
た
ら
祖
父
激
怒 

 
 

伊
藤 

玲
奈
（
東
藻
琴
中
２
年
） 

入
選 
 

格
差
社
会
友
は
エ
ア
コ
ン
オ
レ
う
ち
わ 

 
 

 

紀
伊
あ
か
ね
（
東
藻
琴
中
３
年
） 

入
選 

 

明
日
か
ら
明
日
に
な
っ
て
も
明
日
か
ら 

 
 

 

太
田 

莉
音
（
東
藻
琴
中
３
年
） 

【
詩
の
部
】
応
募
数 

１
０
点 

大
賞 

 

「
ね
え
、
か
ら
す
」 

 
 

 
 

 
   

 
 

 

白
井 

紅
葉
（
東
藻
琴
中
２
年
） 

入
選 

 

「
お
姉
ち
ゃ
ん
の
一
人
暮
ら
し
」  

 
  

 
 

紀
伊
あ
か
ね
（
東
藻
琴
中
３
年
） 

入
選 

 

「
夏
祭
り
」 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

尾
柳
実
結
羽
（
東
藻
琴
中
２
年
） 

【
小
説
・
童
話
の
部
】
応
募
数 

４
点 

大
賞 

 

「
開
演
」 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

  

松
橋 

結
花
（
東
藻
琴
中
２
年
） 

入
選 

 

「
自
分
の
力
で
」 

 
 

 
  

 
 

 
 

  
 

紀
伊
あ
か
ね
（
東
藻
琴
中
３
年
） 

入
選 

 

「
青
い
ふ
う
せ
ん
」 

 
 

 
  

 
 

  
 

 

平
田 

 

麗
（
東
藻
琴
中
１
年
） 

【
４
８
字
の
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
の
部
】
応
募
数 

４
０
点 

大
賞 

 

「
放
課
後
の
で
き
ご
と
」 

 
 

  
 

 
 

 
 

佐
々
木
美
晴
（
女
満
別
中
３
年
） 

入
選 

 

「
ア
ヤ
メ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 

勝
田 

織
々
（
女
満
別
中
２
年
） 

入
選 

 

「
皆
が
思
う
『
時
間
』
っ
て
？
」 

 
  

 
  

小
崎 

雛
里
（
東
藻
琴
中
１
年
） 

１０月３１日まで両コンクール

の入選作品を両図書館で掲示

しておりますので、ぜひご鑑賞く

ださい。 

大
賞 紀

伊
あ
か
ね 

（
東
藻
琴
中
３
年
） 

館
長
賞 

加
賀
谷
紗
輝 

（
東
藻
琴
中
３
年
） 

〈応募数７点〉 

  

＼＼＼＼コンクール入選作品発表！／／／／ 
第１回大空町図書館ポスターコンクール入賞作品 

  

第１６回大空町児童生徒文学作品コンクール中学生の入賞作品 

 
≪

講
評≫
審
査
委
員
長 

村
上 

守
（
女
満
別
小
学
校
長
） 

今
年
も
子
ど
も
た
ち
の
感
性
あ
ふ
れ
る
作
品
の
数
々
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
美
し
い
自
然

に
囲
ま
れ
た
環
境
、
優
し
く
温
か
く
接
す
る
家
族
、
部
活
や
勉
強
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る
姿
な

ど
、
今
に
も
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
目
や
耳
な
ど
の
五
感
全
て
を
使
っ
て
感
じ
取
っ
た
こ

と
を
素
直
に
表
現
し
て
い
る
作
品
が
多
か
っ
た
で
す
。
時
代
は
急
速
に
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
受

け
継
が
れ
て
き
た
俳
句
や
川
柳
な
ど
日
本
の
伝
統
的
な
文
化
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

中学生向け図書館だより よんじゃお 




